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第 3期中期計画 令和 4年度計画 

 

令和 4年度計画達成状況 

 

自己点検・評価委員会 

 

内部質保証推進会議 評価 

区分 

評価

区分 

評価

区分 

6.教員・教員組織 

【計画 33】(総務人事部) 

「教員組織の編成方針」に基づき、教

育研究を円滑に実施するため、 有効

かつ適切な教員配置を図るとともに、

教員に欠員等が生じた場合 には、原

則公募により募集を行うこととし採

用・昇任等に当たっては 教員選考規

程及び教員選考基準に基づき公正か

つ適切に行う。 

「計画達成のための方策」 

教育研究を円滑に実施するため、 有

効かつ適切な教員配置を図るととも

に、教員に欠員等が生じた場合 には、

原則公募により募集を行うこととし

採用・昇任等に当たっては 教員選考

規程及び教員選考基準に基づき公正

かつ適切に行う。 

 

「評価指標」 

・教員の配置状況及び教員選考状況 

 

 【計画 34】(企画部) 

「教員組織の編成方針」に基づき、教

員に求める能力の明確化を図った上

で、ＦＤ活動を積極的に推進する。  

「計画達成のための方策」 

1.ＦＤ 活動の一環として、毎年度「学

生による授業評価、学修及び生活に関

する実態調査」を実施し、授業内容・

方法の改善・充実及び教員の教育力の

向上を図る。 

「評価指標」 

・「学生による授業評価、学修及び生

活に関する実態調査」の実施結果状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年度計画 33】 

教育研究を円滑に実施するため、 有

効かつ適切な教員配置を図るととも

に、教員に欠員等が生じた場合 には、

原則公募により募集を行うこととし

採用・昇任等に当たっては 教員選考

規程及び教員選考基準に基づき公正

かつ適切に行う。 

 

「評価指標」 

・教員の配置状況及び教員選考状況 

 

 

 

 

 

【年度計画 34】 

1.ＦＤ 活動の一環として、毎年度「学

生による授業評価、学修及び生活に関

する実態調査」を実施し、授業内容・

方法の改善・充実及び教員の教育力の

向上を図る。 

「評価指標」 

・「学生による授業評価、学修及び生

活に関する実態調査」の実施結果状況 
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・教員の補充は科学技術振興機構(JREC-IN)ポータルにて公募を行い、書類選考、面

接選考を通じて採用者を選抜した。そして、採用に加え昇格についても、教員選考規

程及び教員選考基準に基づき教員選考委員会、人事委員会を開催し、公正かつ適切に

行った。 

・令和 3年度 教員配置数  244名(R4.3現在)  

 令和 4年度 教員配置数  247名(R5.3現在) 

・令和 4年度の教員選考(採用)は、34名であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業評価については、令和 3年度のアンケート結果を集計し、令和 4年 11月に 

学内及び大学ホームページにおいて公表した。学修及び生活に関する実態調査につい

ては、令和 3年度実施分の集計結果を、一般向けに 5月にホームページで公表した。

また、令和 4年度の実施は、12月に実施し、昨年度より 16.9ポイント低い 59.2％の

回収率となってしまった。 
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第 3期中期計画 令和 4年度計画 

 

令和 4年度計画達成状況 

 

自己点検・評価委員会 

 

内部質保証推進会議 評価 

区分 

評価

区分 

評価

区分 

・各部局毎の教員参加者数、アンケー

トの実施状況 

 

2.全教職員が一堂に会して、教員の事

例発表及び意見交換を行う「東京医療

保健大学を語る会」を毎年度開催し、

学部・研究科におけるＦＤ活動 の推

進を図る。  

「評価指標」 

・「東京医療保健大学を語る会」の開

催状況及び各部局毎の教員参加者数、

アンケートの実施状況 

 

〇各学部・学科・研究科等 

【計画 35-1】㋐(医療保健学部看護学

科) 

世界をリードする先進的研究の推進

及び教育活用の在り方を検討する。 

「計画達成のための方策」 

年 2回のＦＤ研修会又は毎月の学科

会議において、成果をリードする先

進的研究の推進及び教育活用の在り

方について、対話・討議を行う。 

「評価指標」 

・先進的研究推進及び教育活用の在

り方検討会の実施状況 

年 1回以上実施 

 

【計画 35-2】㋐(医療保健学部看護学

科) 

教員が国際学会での発表や英文誌に

論文投稿できるよう、教員に英語学習

機会を提供する。 

「計画達成のための方策」 

1.ＦＤ委員会主催英語研修会を実施

・各部局毎の教員参加者数、アンケー

トの実施状況 

 

2.全教職員が一堂に会して、教員の事

例発表及び意見交換を行う「東京医療

保健大学を語る会」を毎年度開催し、

学部・研究科におけるＦＤ活動 の推

進を図る。  

「評価指標」 

・「東京医療保健大学を語る会」の開

催状況及び各部局毎の教員参加者数、

アンケートの実施状況 

 

 

 

 

 

 

【年度計画 35-1】 

年 2回のＦＤ研修会又は毎月の学科

会議において、成果をリードする先

進的研究の推進及び教育活用の在り

方について、対話・討議を行う。 

「評価指標」 

・先進的研究推進及び教育活用の在

り方検討会の実施状況 

年 1回以上実施 

 

 

 

 

 

 

【年度計画 35-2】 

1.ＦＤ委員会主催英語研修会を実施

 

 

 

Ⅳ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 

 

 

 

2.令和 4年度においては、10月 26日（水）に理事長及び学長による講話の形で開催

した。対面、Zoom及び後日オンデマンド配信での開催とし、各参加数の合計は 100％

であった。 

アンケート結果としては、「大いに参考になった」「参考になった」の回答が 98.8％と

なっており、内容について好評であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・春季 FD研修会・活動報告会（3月 22日）に合わせ、教員研究交流会を企画した。

教員研究交流会の目的は、学科内の他領域の教員との研究活動の共有を図ること、研

究内容・手法について意見交換し、研究活動の発展の一助とすることである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・FD委員会主催英語研修会（年 2回）を継続している。 
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第 3期中期計画 令和 4年度計画 

 

令和 4年度計画達成状況 

 

自己点検・評価委員会 

 

内部質保証推進会議 評価 

区分 

評価

区分 

評価

区分 

することとし、受講者の希望に合わ

せて継続的に開催し（年 2回）、英語

論文執筆を支えていく。 

2.英語自主勉強会を実施することと

して、年間 20回ほど、1時間程度の

英語の自主勉強会を継続する。 

「評価指標」 

・教員全員が 5 年のうち 1 回は英語

研修に参加 

・教員全員が 5年の間に 1回は、国際

学会（学術集会）に参加 

 

【計画 35-3】㋐(東が丘看護学部・看

護学研究科) 

全学的ＦＤ委員会との調整の上、Ｆ

Ｄ、ＳＤ活動を推進する 

「計画達成のための方策」 

1.ＦＤマップに則した職員に FD 研修

の実施。 

2.ＳＤの理解を深め全職員向けの全

学的ＳＤの推進。 

3.全学的ＳＤとして外部大学や地域

との共催による活動。 

4.社会的関心の高まりやホットイシ

ューに関する研修会の開催。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

することとし、受講者の希望に合わ

せて継続的に開催し（年 2回）、英語

論文執筆を支えていく。 

2.英語自主勉強会を実施することと

して、年間 20回ほど、1時間程度の

英語の自主勉強会を継続する。 

「評価指標」 

・教員全員が 5 年のうち 1 回は英語

研修に参加 

・教員全員が 5年の間に 1回は、国際

学会（学術集会）に参加 

 

 

 

 

 

【年度計画 35-3】 

1.ＦＤマップに則した職員に FD研修

の実施。 

2.ＳＤの理解を深め全職員向けの全

学的ＳＤの推進。 

3.全学的ＳＤとして外部大学や地域

との共催による活動。  

4.社会的関心の高まりやホットイシ

ューに関する研修会の開催 

5.本学との調整後、ＳＤマップの作

成。 

6.ＦＤマップの周知及び利活用に関

する東が丘教職員へのアンケートの

実施。 

7.ＦＤマップの周知及び利活用に関

する東が丘教職員へのアンケートに

基づく次年度課題の抽出および課題

に対応したＦＤマップの運営方法検

討。 
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英語研修会実施回数：2回  

英語自主勉強会実施回数：15回 

・令和 4年度の英語研修への参加者の割合は約 30%（16名）であった。国際学会参加

については、調査していない。次年度は、目標の適切性を含め、教員対象に調査を行

い、目標を共有しながら取り組んでいきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1～7.全学企画部主催する「東京医療保健大学を語る会」や研修等について積極的な

参加を呼び掛け、東が丘看護学部 FD 研修としては、新着任教員研修および 5 回の 

FD 研修を企画運営した（100％達成）。特に教育・研究・社会貢献に関する関心の高

い内容については、外部講師を招き研修を実施した。 

・FD マップの周知および利活用に関する東が丘教職員へのアンケート結果より、FD

マップの活用頻度も向上しており研修参加への効果があった。研修目標へのカバー率

はそれぞれ、教育は 80％、社会貢献は 66％、研究は 33％となっており、次年度以

降、研究に関連した研修内容の充実が必要である。研修方法の変更について次年度以

降は研修内容を配慮しつつ講義に加えて、学びの定着に向けたディスカッションの場

を設定することを前向きに検討する。全学的 SD については、全学委員会と調整後検

討を進める。 
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第 3期中期計画 令和 4年度計画 

 

令和 4年度計画達成状況 

 

自己点検・評価委員会 

 

内部質保証推進会議 評価 

区分 

評価

区分 

評価

区分 

「評価指標」 

・ＦＤマップに則した職員の FD 研修

の実施状況 

・ＳＤの理解を深め全職員向けの全

学的ＳＤの推進状況 

・全学的ＳＤとして外部大学や地域

との共催による活動状況 

・社会的関心の高まりやホットイシ

ューに関する研修会の開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画 35-4】㋐(立川看護学部) 

立川看護学部として、教員のＦＤ企

画、競争的研究費獲得に向けた支援の

実施等及び立川市への公開講座の実

施等により地域連携を図る。 

「計画達成のための方策」 

1.他学部のＦＤ企画にも積極的に参

加できるように調整し、情報提供を行

う。 

2.学外講師に依頼ができるように、Ｆ

Ｄに関する予算（5 万/年）を捻出す

る。 

3.東が丘看護学部 ＦＤマップを参考

「評価指標」 

・ＦＤマップに則した職員に FD研修

の実施 4～6回/年 

・ＳＤの理解を深め全職員向けの全

学的ＳＤの推進(全学との連携研修開

催 2回程度/年) 

・全学的ＳＤとして外部大学や地域

との共催による活動 4～6回/年 

・社会的関心の高まりやホット 

イシューに関する研修会の開催 1～2

回/年 

・本学との調整後、ＳＤマップの作

成 

・FDマップの周知及び利活用に関す

る東が丘教職員へのアンケートの実

施状況 

・ＦＤマップの周知および利活用に

関する東が丘教職員へのアンケート

に基づく次年度課題の抽出および課

題に対応したＦＤマップの運営方法

検討状況 

 

 

 

 

 

 

【年度計画 35-4】 

1.学部単独のＦＤ企画。年間 3 回

（Zoom 2回、対面 1回） 

2.他学部と共同のＦＤ企画。年間 2回

（Zoom 2回） 

3.立川市民への公開講座。年間 1 回

（対面 1回） 

4.立川看護学部年報の作成と大学Ｈ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 

 

Ⅰ 

 

Ⅳ 

 

Ⅳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.対面２回、動画配信５回を実施。 

 

2.今年度は共同開催ができなかった。今後は東が丘看護学部だけでなく、別の学部と

の共同開催も検討する 

3.8月 25日に「アロマでせっけんづくり」という公開講座を、12月 10日には「やっ

てみよう! 自分でできるストレスマネジメント」という公開講座を実施した。 

4.5月上旬に大学 HP上に「2021年度年報」をアップした。 
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第 3期中期計画 令和 4年度計画 

 

令和 4年度計画達成状況 

 

自己点検・評価委員会 

 

内部質保証推進会議 評価 

区分 

評価

区分 

評価

区分 

に、ＦＤの企画・運営を行う。 

4.公開講座の時期と内容等について

立川市と検討する。 

5.リサーチマップ登録・更新方法のガ

イドを紹介する。 

6.リサーチマップの登録のメリット

と方法に関するＦＤを開催する。 

7.毎年度競争的研究費の受託件数を

把握する。 

8.科研費申請に向けたＦＤを企画し、

毎年度内容を改善していく。 

9.毎年 2月ごろ次年度の「住民を対象

とした活動」について各領域や委員会

に活動を促すとともに、次年度の予定

を確認する。 

「評価指標」 

・学部単独・他学部と共同のＦＤ企画

状況 

・立川市民への公開講座実施状況 

・立川看護学部年報の作成と大学Ｈ

Ｐ上への公開状況 

・自己点検・評価報告書（立川）の作

成状況 

・立川看護学部教員の研究活動の支

援状況 

・地域との連携状況 

・教員の学術集会発表及び論文投稿

状況 

 

【計画 35-5】(千葉看護学部) 

ＤＰを可能とする質の保証された教

育を、継続的・発展的に行うため、社

会のニーズにも対応した教員のＦＤ 

活動を積極的に推進する。 

 

Ｐ上への公開。 

5.自己点検・評価報告書（立川）の作

成。 

6.立川看護学部教員の研究活動を支

援し、競争的研究費の獲得をサポート

する。 

7.地域と連携し、住民の健康増進に貢

献する。 

8. 教員の学会発表または論文投稿

(いずれも共著含む)を推進する。 

 

 

 

 

 

 

「評価指標」 

・学部単独・他学部と共同のＦＤ企画

状況 

・立川市民への公開講座実施状況 

・立川看護学部年報の作成と大学Ｈ

Ｐ上への公開状況 

・自己点検・評価報告書（立川）の作

成状況 

・立川看護学部教員の研究活動の支

援状況 

・地域との連携状況 

・教員の学術集会発表及び論文投稿

状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 

 

Ⅲ 
 

 

Ⅱ 
 

 

 

Ⅳ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.6月に大学 HP上に「令和 3年度自己点検・評価報告書」がアップされた。 

 

6.resarchmap の登録方法や統計ソフトの使い方などの情報を動画で提供した。学外

助成金は昨年度（17件）と同程度（15件）であった。 

 

7.立川警察署などが来校（10月 11日）し、広報活動などを実施したが、住民の健康

増進に貢献する「町の保健室」のプロジェクトはコロナの関係で進んでいない。今後

は、ボランティア活動だけでなく、災害看護の講義・演習なども立川市と協力して行

っていく予定である。 

8.今年度の発表状況（学会発表 75回、論文 22偏）は、昨年度（学会発表 60回、論

文 19偏）と比較して 15～25％の増加が見られた。 
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第 3期中期計画 令和 4年度計画 

 

令和 4年度計画達成状況 

 

自己点検・評価委員会 

 

内部質保証推進会議 評価 

区分 

評価

区分 

評価

区分 

「計画達成のための方策」 

1.若手教員を対象とした基礎的ＦＤ

の実施。 

教育経験の浅い教員を対象とした大

学教員としての基礎的な教育観とス

キルを養う研修を行う。 

「評価指標」 

・若手教員を対象とした基礎的ＦＤ

の実施状況 

 

2.学部全体での情報共有の会の開催。 

学部全体の教育・研究・学内外活動に

ついて総合的に情報共有をすること

を意図したＦＤ研修を行い、教育・研

究能力向上に向けた相互の学びを深

めるとともに、大学・学部のＤＰ達成

に向けての課題検討の基盤を構築す

る。 

「評価指標」 

・学部全体での情報共有の会開催状

況 

 

3.テーマに基づくＦＤ研修会開催。 

過去のＦＤ研修の評価や、時々のトピ

ックスを反映させた講演・グループデ

ィスカッションによるＦＤ研修を行

い、社会のニーズに応じた教育・研究

能力の向上を図る。 

「評価指標」 

・テーマに基づくＦＤ研修会開催状

況 

 

 

【計画 35-6】(和歌山看護学部) 

教員の資質及びＤＰ実現に向けた教

【年度計画 35-5】 

1.若手教員を対象とした基礎的ＦＤ

の実施。 

若手教員を対象とした基礎的ＦＤ研

修プログラムを作成し研修会を開催

する。（年 2回） 

「評価指標」 

・若手教員を対象とした基礎的ＦＤ

の実施状況 

 

2.学部全体での情報共有の会の開催。 

年度末に主として情報交換を目的と

した全体ＦＤ研修会を開催する。 

 

 

 

 

 

「評価指標」 

・学部全体での情報共有の会開催状

況 

 

3.テーマに基づくＦＤ研修会開催。 

夏季及び春季に当該年度ごとの課題

解決に関連したテーマに基づく全体

ＦＤ研修会を開催する。 

 

 

「評価指標」 

・テーマに基づくＦＤ研修会開催状

況 
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Ⅳ 
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1.基礎的 FD に参加している 8 名の教員の進捗管理・支援を行い、2 名が授業参観を終え

た。基礎的 FD の研修会を 1 回実施した（3 月 10 日）。2023 年度は、9 月と 3 月に 2 回開

催できるよう計画的に取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

2.活動報告会を実施し、学部全体の教育・研究・学内外活動について総合的に情報共

有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．夏季集中 FD 研修会において、「学生の個別ニーズに応じた相談支援研修（学生生

活支援委員会）」「THCUCによる地域貢献活動について考える（地域関連活動ワーキン

グ）」「学生の体調不良、こんなときどうする？（実習委員会）」の 3 つのテーマでの

FD研修を行った。（当日参加 34人、動画視聴 3人、参加率 100％） 

・そのほかに、委員会・プロジェクト等との共催企画として、「看護系大学を目指す

受験生の動向を踏まえた広報戦略について（学修支援委員会：6 月 21 日）」「2022 年

度の国家試験対策指導に活用できる情報の共有（学修支援委員会：9月 5日）」「入試

の面接スキルについて（入試実施委員会：9月 29日」「シミュレーション教育事例体

験会（DXプロジェクト：3月 17日）」「カリキュラム評価プロジェクト FD報告会（カ

リキュラム評価プロジェクト：3月 20日）」を行った。 
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第 3期中期計画 令和 4年度計画 

 

令和 4年度計画達成状況 

 

自己点検・評価委員会 

 

内部質保証推進会議 評価 

区分 

評価

区分 

評価

区分 

育力向上を目指して教員のＦＤ 活動

を積極的に推進する。 

「水準達成のための方策」 

1.新採用教員と教育経験の浅い教員

を対象としたＦＤの実施。 

①教育経験の浅い教員に対して大学

教員としての基礎的な教育観とスキ

ルを養う研修を行う。 

②新採用教員に対して学部の特徴と

ＤＰの理解を図る研修及び教育観の

共有を図る研修を行う。 

「評価指標」 

・教育経験の浅い教員を対象とした

ＦＤの実施状況 

・新採用教員を対象としたＦＤの実

施状況 

・新採用教員の研修及び、教育観や教

育方法についての共有ＦＤの実施状

況 

 

2.教育・研究・社会活動を教職員が共

有するＦＤの実施。 

①学生教育に関する意見交換会の実

施。 

②研究活動、社会活動に関する情報共

有の実施。 

 

「評価指標」 

・意見交換会・情報共有会の実施状況 

 

3．教育・研究能力の向上を図るＦＤ

を実施する。 

 

「評価指標」 

・ＦＤの実施状況 

 

 

【年度計画 35-6】 

1.新採用教員と教育経験の浅い教員

を対象としたＦＤの実施。 

①教育経験の浅い教員を対象とした

ＦＤ研修プログラムを作成し研修会

を開催する。（年 2回） 

②新採用教員を対象としたＦＤ研修

プログラムを作成し研修会を開催す

る。（年 1回） 

「評価指標」 

・教育経験の浅い教員を対象とした

ＦＤの実施状況 

・新採用教員を対象としたＦＤの実

施状況 

・新採用教員の研修及び、教育観や教

育方法についての共有ＦＤの実施状

況 

 

2.教育・研究・社会活動を教職員が共

有するＦＤの実施。 

①学生教育に関する意見交換会の実

施。 

②研究活動、社会活動に関する情報共

有の実施。 

（上記合わせて年 1回） 

「評価指標」 

・意見交換会・情報共有会の実施状況 

 

3．教育・研究能力の向上を図るＦＤ

を実施する。 

 

「評価指標」 

・ＦＤの実施状況 

 

 

 

Ⅲ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.新採用教員及び大学教員としての活動が浅い若手教員が多いことから、本学部開学

の経緯、社会から求められる大学像、更には将来像を共有する、内容と目的で「東京

医療保健大学和歌山看護学部は何を目指すべきか」を実施した。 

・アンケートの結果、100％近くが、満足度が高く実務で役立つと回答した。本研修

会は今後を見据え、新採用の教員にオンデマンドにて配信し、FD活動の推進を兼ねて

活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 内部質保証を高めるために「アクションプラン研修会」を実施し、中期計画の内

容を網羅した和歌山独自の活動について共有した。さらに、前年度より要望が高か

ったハラスメントに関する内容を計画し、「人権研修」を実施した。自身や他人を

どのように捉え、コミュニケーションをはかるのか「人間関係に焦点を当てたハラ

スメント予防」がテーマであった。学生教育に関するテーマでの意見交換会は実施

できなかった。 

・「人権研修」は対面による開催であり、教職員が短時間であったが小グループで

活発に意見交換した。満足度、実務で役に立つと8割以上の教職員が回答した。これ

らは学生に対する指導、教育活動にも応用できる内容であり、満足度が高かった。 

 

3.研究活動については、研究協力部主催：「令和4年度科学研究費助成事業（科研

費）説明会」を学部のFD活動として実施し、科研費獲得に向けて活動した。 

・26名参加、アンケート結果回答した全員が参考になったと回答した。 
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第 3期中期計画 令和 4年度計画 

 

令和 4年度計画達成状況 

 

自己点検・評価委員会 

 

内部質保証推進会議 評価 

区分 

評価

区分 

評価

区分 

 

【計 35-7】㋐(大学院医療保健学研究

科) 

教員自らの専門性を究めていくこと

ができるよう、必要な学会・研修会に

参加できる調整を行う。職位に関わら

ず、一人年２回の学術集会参加ができ

るよう、各領域内で調整を行う。 

「計画達成のための方策」 

研究レベルに裏付けられた大学院で

の人材育成を推進する。 

1.体系的なカリキュラムの構築。 

2.学部・大学院の一貫教育の導入。 

3.国際会議発表の推進。 

4.産学連携・地域連携による共同研究

の推進。 

「評価指標」 

・学術集会参加 一人年２回 

 

 

【計画 35-8】㋐(大学院千葉看護学研

究科) 

大学院における教職員の教育力の開

発推進。 

「計画達成のための方策」 

日々の教育活動に関する情報共有を

行うとともに、課題を整理し、研究指

導を含めた教育力、大学院での活動を

通しての地域貢献力について、研修を

実施することで、その向上を図る。 

「評価指標」 

・大学院における教職員の教育力の

開発状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年度計画 35-7】 

研究レベルに裏付けられた大学院で

の人材育成を推進する。 

1.体系的なカリキュラムの構築。 

2.学部・大学院の一貫教育の導入。 

3.国際会議発表の推進。 

4.産学連携・地域連携による共同研究

の推進。 

「評価指標」 

・学術集会参加 一人年２回 

 

 

 

 

 

 

【年度計画 35-8】 

大学院担当教員/職員を対象とした情

報交換/研修会を、年 2回開催する。 

うち 1 回は他研究科との合同研修と

する。 

主たるテーマは情報共有とする。 

「評価指標」 

・大学院における教職員の教育力の

開発状況 
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Ⅲ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.各領域における３Ｐを作成し、体系的なカリキュラムの構築につなげるように大学

院として検討した。 

2.学部・大学院の一貫教育の導入に関しては、現状の中では導入に至る取り組みはで

きていない。 

3.国際会議発表に関しては、大学院生の中から発表に至ったものが 1名いた。国内発

表は各領域でほとんどの院生が年２回程度はできてきているが、今後は国際学会への

参加や発表まで至ることを推進していきたい。 

4.産学連携・地域連携による共同研究は、各領域から一演題程度は進めてきているが

さらに、推進していきたい。 

これらを通して、研究レベルに裏付けられた大学院での人材育成を推進していきた

い。 

 

 

 

 

 

・和歌山看護学研究科との共催で「修士論文作成における学びの過程と指導・支援のポイ

ント」と題して大学院 FD 研修会を行った。千葉看護学研究科教員 21 人、事務職員 1 人の

参加があった。  
・千葉看護学研究科としての情報交換・研修会・授業参観の開催はなかった。2023 年度

は、学部夏季集中 FD 研修会における実施など計画的に取り組んでいくこととする。 
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第 3期中期計画 令和 4年度計画 

 

令和 4年度計画達成状況 

 

自己点検・評価委員会 

 

内部質保証推進会議 評価 

区分 

評価

区分 

評価

区分 

【計画 35-9】㋐(大学院和歌山看護学

研究科) 

研究科を担当する教員の教育・研究指

導能力の向上を図り、学生の学びの質

を保証する教育方法の開発と教職員

体制の充実を図る。 

「計画達成のための方策」 

1．大学院における教育・研究能力開

発のためのＦＤ研修を実施し、その向

上を図る。 

「評価指標」 

・研修会開催回数、授業評価、研究発

表・投稿状況 

 

 

 

 

2．ＤＰを実現するための学部専門領

域を横断的にした研究領域の編成を

継続する。 

「評価指標」 

研究領域担当教員が複数の学部での

専門性を持つ教員の編成状況 

 

 

3．研究継続により研究能力の維持向

上を図る。 

「評価指標」 

研究発表・投稿状況 

 

【計画 35-10】㋐(助産学専攻科) 

教員としての自己研鑽を図る。 

「計画達成のための方策」 

1.ＦＤ研修会の開催。 

2.全助教などの教育団体での研修参

 

 

 

 

 

 

【年度計画 35-9】 

1．大学院担当教員を対象とした研修

会を、年 2回開催する。うち 1回は他

研究科との合同研修とする。 

「評価指標」 

・研修会開催回数、授業評価、研究発

表・投稿状況 

 

 

 

 

2．教員の異動時に、研究領域の担当

教員が学部の多様な専門領域で編成

するよう配慮する。 

「評価指標」 

研究領域担当教員が複数の学部での

専門性を持つ教員の編成状況 

 

 

3．研究継続により研究能力の維持向

上を図る。 

「評価指標」 

研究発表・投稿状況 

 

 

 

【年度計画 35-10】 

1.ＦＤ研修会の開催。 

2.全助教などの教育団体での研修参
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Ⅳ 
 

 

 

 

 

 

 

 

1.新しく大学院担当となる教員が加わるために「大学院和歌山看護学研究科の特色と

発展に向けて」というテーマで設置の趣旨及び特色について共有することを目的にし

て行った。今後の課題として学生の確保、教員組織の充実等への取り組みを確認した。 

千葉看護学研究科との合同研修を、大学院生及び教員を対象に「修士論文作成にお

ける学びの過程と指導・支援のポイント」というテーマでそれぞれの研究科から学生

と指導教員から報告があり、ディスカッションを行った。 

・2回の開催ができた。1回目オンライン参加 47名、9割が満足で、実務の参考にな

ったと回答した。千葉看護学研究科との合同研修の参加は合計 87 名、和歌山からは

40名で 85％が満足で今後の指導に役立つと回答した。 

 

2．新採用教授 2名に加え、教授 2 名、准教授 3名、講師 3名を大学院担当として加

え、3つの領域に学部の専門領域が多様になるよう配置した。 

・3 つの領域に学部の専門領域 3～5 領域の教員を配置し、できるだけ広い視野で研

究に取り組める体制を整えた。 

 

 

 

 

3．教員は学部との兼担であるため、学部での研究支援と同様である。 

・大学院兼担教員の研究成果は、自己申告の概算であるが、研究発表 10 件、論文掲

載は 13件であった。 

 

 

 

 

 

1.助産学専攻科（母性看護学含む）の教員に対して、臨床推論に関する学習会を開

催し、ＦＤ研修会として学びの場を設けた。 
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第 3期中期計画 令和 4年度計画 

 

令和 4年度計画達成状況 

 

自己点検・評価委員会 

 

内部質保証推進会議 評価 

区分 

評価

区分 

評価

区分 

加。 

3.領域内の研修会・勉強会の企画・

開催。 

4.ＣＢＴ・ＯＳＣＥの実施のための

勉強会の開催。 

5.裂傷縫合・経腹エコーの技術の教

育のための自己研鑽の実施。 

「評価指標」 

・自己研鑽のための研修等の参加状

況 

 

【計画 35-11】㋐(和歌山助産学専攻

科) 

助産学を教授する教員の能力向上に

務める。 

「計画達成のための方策」 

全国助産師教育協議会への参加、地方

部会での役割遂行を通して、助産学を

教授する教員の能力向上に務める。 

「評価指標」 

・全国助産師教育協議会主催総会・研

修会等への参加状況 

 

【計画 35-12】㋐(産後ケア研究セン

ター) 

産後ケアの実際に触れ、地域における

母子支援の在り方を探求し、実際のケ

アを提供するともに研究的な取組を

行うため、教員としての自己研鑽を図

る。 

「計画達成のための方策」 

1.品川区への報告書の作成。 

2.電話相談・訪問、訪問型、日帰り型

への参画。 

3.地域での育児クラス開催（対面、オ

加。 

3.領域内の研修会・勉強会の企画・

開催。 

4.ＣＢＴ・ＯＳＣＥの実施のための

勉強会の開催。 

5.裂傷縫合・経腹エコーの技術の教

育のための自己研鑽の実施。 

「評価指標」 

・自己研鑽のための研修等の参加状

況 

 

 

 

 

 

【年度計画 35-11】 

全国助産師教育協議会主催総会・研修

会等に 1 名が 1 回以上の参加と専攻

科内の情報共有を行う。 

「評価指標」 

・全国助産師教育協議会主催総会・研

修会等への参加状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年度計画 35-12】 

1.品川区への報告書の作成。 

2.電話相談・訪問、訪問型、日帰り型

への参画。 

3.地域での育児クラス開催（対面、オ
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2.全国助産師教育協議会などの教育団体での研修に、全国及び地区研修会に参加し

て学びの場を設けた。 

3.領域内の研修会・勉強会の企画・開催上記項目の１・２にも准じて学びの場を設

けた。 

4.ＣＢＴ・ＯＳＣＥに関しては、全国助産師教育協議会の研究に参加して、作問し

たり、検討したりする場に参加して、今後、研究室での実施のための勉強会の開催

に向けての学習を行った。 

5.裂傷縫合は、医師による助産学専攻科の講義・演習に参加し、経腹エコーに関して

は、大学院を含めての学修使用とするために、監視型のエコー機器を購入できたので、

今後は研究室内、助産学専攻科、大学院においての技術の教育のための自己研鑽の実

施および研究に役立てていきたい。 

 

 

 

 

 

・学会、他大学の助産に関する研修会等にも積極的に参加し、情報の共有、意見交換

し教員の能力向上に努めた。 

・全国助産師教育協議会主催の総会・研修会に 3名が参加した。母性看護専門看護師

として実践研修、NCPRインストラクターとしての研修など実践的な研修にも参加し。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.品川区への報告書の作成は、年 2回実施し、報告に至っている。 

2.電話相談・訪問、訪問型、日帰り型へ、研究室の教員および大学院の院生の参画を

図り、学修に繋げられた。 

3.地域での育児クラス開催（対面、オンラインなど）は、11月から 12月に助産学専
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第 3期中期計画 令和 4年度計画 

 

令和 4年度計画達成状況 

 

自己点検・評価委員会 

 

内部質保証推進会議 評価 

区分 

評価

区分 

評価

区分 

ンラインなど）。 

4.産後ケア研究センターにおける研

修会・ブラッシュアップ研修の企画・

運営・評価。 

5.学生実習の受け入れとその運営・評

価。 

6.実践するケアの質および技術の教

育の向上を図る。  

「評価指標」 

・ＦＤ研修及び自己研鑽状況 

 

【計画 36】(研究協力部) 

学術論文、研究論文等を積極的にジャ

ーナル等に投稿するとともに、「東京

医療保健大学紀要」への投稿について

も積極的に行うよう奨励する。 

「計画達成のための方策」 

学術論文、研究論文等を積極的にジャ

ーナル等に投稿するとともに、「東京

医療保健大学紀要」への投稿について

も積極的に行うよう奨励する。また紀

要に対する社会からの信頼に応える

ため、紀要の投稿論文について学内の

教員による査読に加え、学外の有識者

に査読を依頼し、その評価等を踏まえ

て 投稿原稿の採否・修正の指示決定

を行う。 

「評価指標」 

・ジャーナル等への投稿及び「東京医

療保健大学紀要」への論文の投稿数 

 

【計画 37】(総務人事部) 

教員の教育研究活動等の実績・成果に

ついて、教員個々の「教育活動」、「研

究活動」、「学内外活動」の各項目につ

ンラインなど）。 

4.産後ケア研究センターにおける研

修会・ブラッシュアップ研修の企画・

運営・評価。 

5.学生実習の受け入れとその運営・評

価。 

6.実践するケアの質および技術の教

育の向上を図る。  

「評価指標」 

・ＦＤ研修及び自己研鑽状況 

 

 

 

 

 

 

【年度計画 36】 

学術論文、研究論文等を積極的にジャ

ーナル等に投稿するとともに、「東京

医療保健大学紀要」への投稿について

も積極的に行うよう奨励する。また紀

要に対する社会からの信頼に応える

ため、紀要の投稿論文について学内の

教員による査読に加え、学外の有識者

に査読を依頼し、その評価等を踏まえ

て 投稿原稿の採否・修正の指示決定

を行う。 

「評価指標」 

・ジャーナル等への投稿及び「東京医

療保健大学紀要」への論文の投稿数 
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攻科生の健康教育の一環として、産後 1～２か月、産後３～４か月に分けて実施しし

た。3回に分け、各５～6名の参加者を得られ、オンラインで実施できた。 

4.産後ケア研究センターにおける研修会・ブラッシュアップ研修の企画・運営・評価 

5月から 6月にかけて 3日間で研修課を実施、ブラッシュアップは 12月に実施した。 

5.学生実習の受け入れは、２～3年生の母性看護学実習の一部と 4年生の看護の統合

実習、助産学専攻科生に対して実施し、学修につながることができたと効果も得られ

たと運営・評価ができた。 

6.産後ケア研究センターにおいて、フィールドとなる実践の場を得て、５でも述べて

いるが、学生・院生、教員共に、ケアの質および技術の教育の向上を図ることにつな

がっている。  

 

 

 

 

 

 

 

・東京医療保健大学紀要第 17 巻の作成にあたり、それまでの投稿申請、論文受付の

2度に渡る手続きを簡素化する観点から、投稿申請と論文投稿を同時手続きとしたが、

投稿件数が 13 件と前年度に比べ大幅な減少となった。さらに、体調不良等があり投

稿論文が 2件辞退という結果となり、最終的には 11件での公開となった。 
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第 3期中期計画 令和 4年度計画 

 

令和 4年度計画達成状況 

 

自己点検・評価委員会 

 

内部質保証推進会議 評価 

区分 

評価

区分 

評価

区分 

いて、学長及び各学科長等による全学

的な評価システムにおいて評価を実

施し処遇等に反映させる。  

「計画達成のための方策」 

1.教員の授業参観を行って評価を行

う等ピアレビュー（同僚評価）の取組

を推進する。また、最先端の医療技術

に関する講習会、他の機関・団体 等

が開催する ＦＤ 関係の研修会・セ

ミナー及び学会等への積極的な参加 

（研究発表等を含む）を奨励するとと

もに、学内運営の各種委員会委員、本

学主催の公開講座等の講師の委嘱等

の活動について評価を実施する。 

「評価指標」 

・教員のピアレビュー（同僚評価）等

の評価及び処遇への反映状況 

 

 2.評価結果の処遇等への反映方策と

して「教育活動」、「研究活動」、「学内

外活動」の各項目の業績が特に顕著で

あると認められる教員に対し教員表

彰を行うとともに、表彰を受賞した教

員のうち業績が特に顕著な教員 に対

してインセンティブを付与するため

特別教育研究経費を配分する。 

「評価指標」 

・教員表彰の実施状況及び特別教育

研究経費の配分状況 

 

 

 

「年度計画 37」 

1.教員の授業参観を行って評価を行

う等ピアレビュー（同僚評価）の取組

を推進する。また、最先端の医療技術

に関する講習会、他の機関・団体 等

が開催する ＦＤ 関係の研修会・セ

ミナー及び学会等への積極的な参加 

（研究発表等を含む）を奨励するとと

もに、学内運営の各種委員会委員、本

学主催の公開講座等の講師の委嘱等

の活動について評価を実施する。 

「評価指標」 

・教員のピアレビュー（同僚評価）等

の評価及び処遇への反映状況 

 

 2.評価結果の処遇等への反映方策と

して「教育活動」、「研究活動」、「学内

外活動」の各項目の業績が特に顕著で

あると認められる教員に対し教員表

彰を行うとともに、表彰を受賞した教

員のうち業績が特に顕著な教員 に対

してインセンティブを付与するため

特別教育研究経費を配分する。 

「評価指標」 

・教員表彰の実施状況及び特別教育

研究経費の配分状況 

 

 

 

 

Ⅱ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.今年度は新型コロナの影響があり教員の授業参観の実績同僚評価（ピアレビュー）

については、一部で実施したが、具体的な取り組みには至らなかった。各学科で徐々

に開始している状況にある。今後積極的に取り組んで参りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.助教以上の全教員から、5月に令和 3年度の「教育活動」、「研究活動」、「学内外活

動」「アクションプランの進捗状況」の各項目について、成果を報告させ、各学科長

による教員評価申告書に実績評価を行い、評価結果を学長に申請する。申請を受けた

学長は各活動毎に教育表彰を選定し学長がその結果を理事長に上申し表彰と学長裁

量経費から特別個人研究費を受賞者に各 100,000円を配分し処遇に反映させた。 

令和 4年度は 10名が選出され、9月 7日に表彰式を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


